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◇市民協働のまち�
◇環境先進都市�
◇子育て・保健福祉のまち�
◇商業・文化芸術都市�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

　防衛省から「キティホーク艦載
機の着陸訓練（３月７日～１６日硫
黄島、場合により３月１３日～１５日
厚木飛行場他で実施）」の通告を
受け、３日、神奈川県及び厚木基
地周辺８市と共に、米軍・日本政
府に対し、厚木基地における夜間
連続離着陸訓練（ＮＬＰ）の中止
を要請しました。詳細は町田市ホ
ームページでご覧いただけます。
　騒音に関するお問い合わせ…北関
東防衛局11０４８・６００・１８００（代表）
※夜間も受付。
□問 町田市コールセンター11７２４・
５６５６、企画調整課11７２４・２１０３

取扱い業務

問い合わせ担当課業務内容

11７２４・２１２３

11７９５・３１６５

11７２４・２５１１

市民課

南市民センター

なるせ駅前市民センター

転入・転居・転出等の引っ越しにかかる手続
き及び証明書の発行

印鑑登録及び証明書の発行

戸籍の届出（他の市区町村に本籍のある方は
受付のみ）及び証明書の発行

11７２４・２１２３市民課外国人登録に関する手続き

　

平
成　

年
度
（
２
０
０
８
年

２０

度
）
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計

が
１
２
０
１
億
４
８
３
４
万
６
千

円
、
特
別
会
計
が
９
９
０
億
９
４

９
１
万
４
千
円
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
合
計
で
、
２
１
９
２
億

４
３
２
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
当
初
予
算
に
計
上

２０

さ
れ
て
い
る
特
長
的
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
市
民
協
働
の
ま
ち
の
創
造
の
た

め
に
…
（
仮
称
）
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
懇
談
会
・
地
域
会
議
の

設
置
（
１
１
０
万
３
千
円
）
な
ど

○
環
境
先
進
都
市
の
創
造
の
た
め

に
… 
剪 
定
枝
資
源
化
セ
ン
タ
ー
運

せ
ん

営
事
業
（
８
５
０
７
万
６
千
円
）

な
ど

○
子
育
て
・
保
健
福
祉
の
ま
ち
の

創
造
の
た
め
に
…
認
定
こ
ど
も
園

運
営
補
助
事
業
（
９
３
９
０
万
４

千
円
）
な
ど

○
商
業
・
文
化
芸
術
都
市
の
創
造

の
た
め
に
…
小
野
路
公
園
整
備
事

業
（
３
０
０
０
万
円
）
な
ど

○
行
政
経
営
改
革
の
推
進
の
た
め

に
…
市
民
セ
ン
タ
ー
休
日
窓
口
開

設
事
業
（
４
３
０
０
万
円
）
な
ど

　

条
例
案

○
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
実
施
に
伴
い
、
町
田
市
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
を
新
設

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

「
町
田
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

○
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
失
業

者
の
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
を

改
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
「
町
田
市
職
員
退

職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

○
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
に
よ

り
、
支
給
条
件
、
支
給
方
法
の
変

更
ま
た
は
廃
止
を
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
「
町
田
市
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
で
す
。

　

３
月
・
４
月
は
、
引
っ
越
し
に

伴
う
手
続
き
の
た
め
、
市
役
所
の

利
用
者
が
急
増
し
ま
す
。
平
日
に

来
ら
れ
な
い
方
の
利
用
と
混
雑
緩

和
の
た
め
、
次
の
と
お
り
日
曜
日

に
手
続
き
の
窓
口
を
開
き
ま
す
。

○
期
日　

３
月　

日
（
日
）
、
４

３０

月
６
日
（
日
）

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

※
両
日
と
も
南
市
民
セ
ン
タ
ー
、

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー
の
２

施
設
も
開
所
し
ま
す
。

※
取
扱
い
業
務
は
表
の
と
お
り
で

す
。

　

期
間
中
、
市
全
域
を
「
ま
ち
だ

さ
く
ら
ま
つ
り
」
と
し
、
芹
ヶ
谷

公
園
（
３
月　

日
・　

日
）
・
尾

２９

３０

根
緑
道
（
４
月
５
日
・
６
日
）
の

２
か
所
で
開
催
し
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

３
月　

日
か
ら
、
市
内
の
さ
く

１７

ら
の
名
所
の
位
置
や
み
ど
こ
ろ
・

め
ぐ
り
方
・
名
所
近
く
の
一
息
つ

け
る
お
店
・
ま
ち
だ
さ
く
ら
ま
つ

り
の
情
報
等
を
詰
め
込
ん
だ
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
販
売
し
ま
す
。

○
価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

○
販
売
場
所　

久
美
堂
市
内
全

店
、
文
教
堂
書
店
成
瀬
店
、
小
田

急
ブ
ッ
ク
メ
イ
ツ
玉
川
学
園
店
、

啓
文
堂
書
店
鶴
川
店　

ほ
か

□問
 

２
０
０
８
町
田
市
民
さ
く
ら
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観

光
課
内
）
11
７
２
４
・
２
１
２
８

　

「
平
成　

年
度
包
括
外
部
監
査

１９

の
結
果
報
告
書
」
が
ま
と
ま
り
、

包
括
外
部
監
査
人
・ 
野  
辺  
地 

の 

べ 

ち 
勉 
氏

つ
と
む

か
ら
市
長
、
議
会
、
監
査
委
員
、

教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
包
括
外
部
監
査
と
は
、

市
政
運
営
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
、
市
政
の
透
明
性
の
向
上

を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

信
頼
を
高
め
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
導
入
し
た
制
度
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
土
地
の
取

得
、
処
分
及
び
管
理
等
に
つ
い

て
」
で
す
。
監
査
結
果
報
告
書
は

「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
、
市
内

各
図
書
館
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

町
田
市
議
会
は
、
２
月　

日
に

２８

開
催
さ
れ
た
平
成　

年
第
一
回
市

２０

議
会
定
例
会
で
、
市
議
会
議
長
に

井
上
正
行
氏
を
、
ま
た
同
副
議
長

に
友
井
和
彦
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

井
上
議
長
は
昭
和　

年
生
ま
れ

２２

の　

歳
。
市
議
当
選
７
回
。
建
設

６０
常
任
委
員
会
委
員
長
、
行
財
政
改

革
特
別
委
員
会
委
員
長
、
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

友
井
副
議
長
は
、
昭
和　

年
生

４０

ま
れ
の　

歳
。
市
議
当
選
４
回
。

４２

都
市
環
境
常
任
委
員
会
委
員
長
、

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
て
い
ま
す
。
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□問
 

行
政
管
理
課
11
７
２
４
・
２
１
０
８

結
果
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
����

��
��
��
��
��
��

����

３３
月月

日日
・・

日日

芹芹
ヶヶ
谷谷
公公
園園
ささ
くく
らら
祭祭
りり

２２９９

３３００

４４
月月
５５
日日
・・
６６
日日

尾尾
根根
緑緑
道道
ささ
くく
らら
祭祭
りり

まちださくらめぐり
ガイドブック
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平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月　

日
に
開
会
さ

２０

２７

れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

２０

　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

４５
　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算　

件
（
平
成　

年
度
補
正
予
算
８

１７

１９

件
、　

年
度
当
初
予
算
９
件
）
、
条
例　

件
、
契
約
２
件
、

２０

２１

市
道
路
線
の
認
定
１
件
・
廃
止
１
件
、
そ
の
他
３
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

２８

　

な
お
、
石
阪
市
長
は
３
月
３
日
の
本
会
議
で
、
平
成　

年
２０

度
の
予
算
の
提
案
に
先
立
ち
、
施
政
の
方
針
に
つ
い
て
所
信

を
表
明
し
ま
し
た
。
本
紙
２
〜
３
面
を
ご
覧
下
さ
い
。
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町町田田にに静静かかなな空空をを返返せせ！！
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関連した次の業務も各担当課で取り扱います。

問い合わせ担当課業務内容

11７２４・２１２４
11７２４・２１２５国保年金課（４月か

ら保険年金課に名称
が変わります）

国民健康保険の加入・脱退の手続き　国民健
康保険税の納付相談・納付受付

11７２４・２１２７
国民年金の加入手続き（社会保険事務所が休
みのため仮受付になります）　必要なもの：
年金手帳と退職日のわかるもの

11７２４・２１４４
高齢者医療課（４月
から保険年金課に名
称が変わります）

老人医療証をお持ちの方の手続き

後期高齢者医療被保険証をお持ちの方の手続き

11７２４・２１４８
障がい福祉課

障害者手帳（身体・知的）に関する手続き

11７２４・２１４５障害者手帳（精神）に関する手続き

11７２４・４０４８高齢者福祉課介護保険の資格者証の発行事務

11７２４・２１３９子ども総務課
乳幼児医療・義務教育就学児医療の受付

児童手当の受付

11７２４・２１３７子育て支援課保育園入所申請の受付

11７２４・２８７４市民税課
市・都民税　課税・非課税証明書の発行

原付バイク等の手続き

11７２４・２１７６学務課市立小・中学校の転入学の手続き

����������
����

����������

��������
��������

��������
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友井和彦副議長 井上正行議長

「
ま
ち
だ
さ
く
ら
め
ぐ
り
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
販
売
（
３
月

日
〜

１７

４
月
６
日
）
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本
年
、
２
０
０
８
年
は
、
町
田

市
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う
ど　

年
目

５０

と
な
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
１

９
５
８
年
２
月
１
日
、
東
京
都
で

９
番
目
、
全
国
で
は
５
０
４
番
目

の
都
市
と
し
て
、
人
口
６
万
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
町
田
市
は
、
鉄
道

な
ど
交
通
の
利
便
性
と
、
緑
豊
か

な
美
し
い
自
然
、
歴
史
的
な
文
化

遺
産
な
ど
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
何

よ
り
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

市
民
の
力
に
よ
っ
て
、
今
日
の　
４１

万
人
を
超
え
る
中
核
都
市
に
成
長

し
て
き
ま
し
た
。

　

市
制　

周
年
と
い
う
大
き
な
節

５０

目
の
年
を
、
こ
れ
か
ら
の
「
町
田

ブ
ラ
ン
ド
」
を
創
造
し
て
い
く
出

発
点
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の

　

年
の
蓄
積
を
生
か
し
、
次
の　

５０

５０

年
に
向
け
て
新
し
い
ま
ち
の
魅
力

を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
誇

れ
る
と
同
時
に
、
全
国
の
人
々
の

憧
れ
と
な
り
、
全
国
の
都
市
か
ら

目
標
に
さ
れ
る
よ
う
な
都
市
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　平成２０年（２００８年）第１回市議会定例会が開会され、石阪市長は３
月３日の本会議で施政の方針について所信を表明しました。
　その中で、２００８年度の市政運営の基本的な考え方として４つの方針
が示され、また予算の概要と主要事業の説明が行われました。
　ここには、施政方針の抜粋・要約を掲載しています。なお、全文は
町田市ホームページに掲載しています。また、政策審議室（市役所本
庁舎３階、11７２４・２５０３）で全文を掲載した冊子を配布（無償）して
います。

　

昨
年
は
、
市
民
協
働
を
進
め
る

た
め
、
１
３
０
名
を
超
え
る
市
民

委
員
が
参
加
し
た
「
ご
み
ゼ
ロ
市

民
会
議
」
や
、
新
庁
舎
建
設
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
ほ
か
、
町

田
青
年
会
議
所
と
の
共
催
で
市
民

討
議
会
「
わ
い
わ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
民
討

議
会
は
、
普
段
、
市
政
に
対
し
て

発
言
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が

無
作
為
に
選
ば
れ
て
集
ま
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政

参
加
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
新
し

い
試
み
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
、
市
民
と
行
政

が
一
緒
に
考
え
行
動
す
る
場
を
設

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
と
行

政
と
の
距
離
が
少
し
縮
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
改
革
を
進
め
る
た

め
、
市
民
に
公
開
で
「
経
営
改
革

会
議
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
、
財
産
管
理
・
運
用
、

病
院
経
営
な
ど
重
点
と
な
る
経
営

課
題
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
か
ら

具
体
的
な
指
摘
や
提
案
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
も
「
ま
ず

自
分
た
ち
の
意
識
を
変
え
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
改
革
の

取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

包
括
外
部
監
査
は
、
「
土
地
の

取
得
、
処
分
及
び
管
理
等
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

包
括
外
部
監
査
人
か
ら
は
、
土
地

の
管
理
体
制
や
手
続
き
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
問
題
点
の
指
摘

や
改
善
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

外
部
の
有
識
者
に
よ
る
外
郭
団

体
監
理
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る
第

三
セ
ク
タ
ー
な
ど　

の
外
郭
団
体

１１

に
つ
い
て
、
事
業
の
実
施
状
況
や

経
営
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
、
公
益
団

体
と
し
て
の
運
営
形
態
の
あ
り
方

な
ど
を
、
市
民
に
公
開
で
審
議
し

て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
中
に
報
告

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
報

告
に
基
づ
き
、
必
要
な
改
善
･
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

も
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
外
郭
団
体
監
理
委
員
会

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
新
し
い
都
市
経
営
の
土
台

が
出
来
て
き
ま
し
た
。
市
政
を
担

当
し
て
３
年
目
と
な
る
２
０
０
８

年
度
は
、
い
よ
い
よ
、
こ
の
土
台

の
上
に
建
物
を
築
い
て
い
く
年
で

す
。
職
員
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ

て
、
経
営
改
革
の
目
に
見
え
る
成

果
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
期
経
営
計
画
は
、
５
年
先
を

見
通
し
て
市
が
ど
ん
な
政
策
に
重

点
を
お
い
て
事
業
を
進
め
て
い
く

の
か
、
行
政
経
営
の
ど
こ
に
問
題

が
あ
っ
て
何
を
改
革
し
て
い
く
の

か
、
裏
づ
け
と
な
る
財
源
は
大
丈

夫
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

に
見
え
る
形
で
市
政
を
進
め
て
い

く
経
営
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
策
定

し
た
も
の
で
す
。

●
全
庁
を
あ
げ
た
工
夫
と
経
営
努

力
で
財
源
を
生
み
出
し
ま
す
。

●
市
民
や
、
民
間
の
力
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

●
各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
の
も

と
に
、
自
律
的
に
計
画
を
推
進

し
ま
す
。

　

「
あ
な
ど
れ
ま
せ
ん
。
町
田
」。

こ
れ
は
、
市
制　

周
年
記
念
の
キ

５０

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
町
田
市

に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
可

能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
や
多
摩
丘
陵

の
緑
、
多
く
の
大
学
や
研
究
施

設
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
市
民
文
化
や
市
民
活
動
な
ど
、

「
あ
な
ど
れ
な
い
」
都
市
の
魅
力

を
、
町
田
市
は
ふ
ん
だ
ん
に
持
っ

て
い
ま
す
。

●
「
あ
な
ど
れ
な
い
」
魅
力
を
再

認
識
し
、
戦
略
的
に
育
て
て
い

き
ま
す
。

●
「
市
民
協
働
の
ま
ち
」
「
環
境

先
進
都
市
」
「
子
育
て
・
保
健

福
祉
の
ま
ち
」
「
商
業
・
文
化

芸
術
都
市
」
と
い
う
、
町
田
市

が
目
指
す
都
市
像
の
中
身
を
つ

く
る
た
め
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
は

っ
き
り
見
え
る
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

町
田
は
、
も
う
「
西
の
歌
舞
伎

町
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
全
体

の
犯
罪
件
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
２

０
０
０
年
の
約
１
万
件
か
ら
、
昨

年
２
０
０
７
年
に
は
約
６
千
件
に

な
り
、　

％
減
少
し
ま
し
た
。
な

４０

か
で
も
、
原
町
田
地
区
は
、
そ
れ

を
超
え
る　

％
も
犯
罪
件
数
が
減

４５

少
し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
警
視
庁
の
努
力
に
よ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
会
・
自
治

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
商
店
会
な
ど
地
域

の
市
民
に
よ
る
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
児
童
の
通
学
の
見
守
り
な

ど
、
日
常
の
積
極
的
な
活
動
が
実

を
結
び
、
犯
罪
が
減
少
し
、
安
全

・
安
心
な
ま
ち
に
変
わ
っ
て
き
た

の
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
市
の
庁
舎
や
鶴

川
駅
前
公
共
施
設
の
計
画
づ
く

り
、
地
域
防
犯
・
防
災
活
動
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ほ

か
、
福
祉
や
文
化
な
ど
、
様
々
な

分
野
に
お
い
て
活
動
す
る
市
民
の

力
が
町
田
市
を
支
え
て
い
ま
す
。

●
町
田
市
独
自
の
市
民
協
働
の
ス

タ
イ
ル
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

●
広
報
・
広
聴
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
市
民
と
行
政
の
情
報
共
有

を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

先
日
、
包
括
外
部
監
査
の
結
果

報
告
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
指
摘

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
適
切
な

事
業
計
画
や
事
業
目
的
が
な
い
の

に
土
地
を
取
得
し
、
そ
の
後
に
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
る
」
「
土

地
を
取
得
す
る
必
要
性
、
そ
の
土

地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な

ど
、
予
算
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が

不
透
明
で
あ
る
」
「
市
全
体
に
、

土
地
の
取
得
、
処
分
、
管
理
等
に

つ
い
て
の
責
任
感
、
問
題
意
識
が

欠
如
し
て
い
る
」
な
ど
、
大
変
厳

し
い
ご
指
摘
で
し
た
。
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ

り
、
実
態
を
表
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
率
直
に
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
た
２
年

前
の
６
月
の
施
政
方
針
で
、
行
政

経
営
改
革
を
進
め
る
に
当
た
り
、

３
つ
の
指
針
を
お
示
し
し
ま
し

た
。
そ
の
第
１
が
「
徹
底
し
た
情

報
の
公
開
と
提
供
」
で
す
。
今
回

の
包
括
外
部
監
査
で
指
摘
を
受
け

た
事
例
も
、
多
額
の
税
金
を
使
っ

て
土
地
を
買
う
こ
と
に
つ
い
て
、

予
算
措
置
ま
で
の
検
討
の
経
過
と

結
果
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
市
民

に
見
え
る
形
で
公
開
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
に
、
そ
も
そ
も
の
原

因
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
徹
底
し
た
情
報
の
公
開
と
提
供

に
よ
っ
て
、
市
民
か
ら
意
見
を

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

●
市
民
と
対
話
の
で
き
る
市
民
志

向
の
職
員
を
育
成
し
、
市
民
に

見
え
る
形
で
仕
事
を
す
る
組
織

に
変
革
し
ま
す
。

　

２
年
前
、
市
政
を
担
当
す
る
に

当
た
っ
て
、
私
は
、
「
市
民
す
べ

て
が
希
望
の
持
て
る
ま
ち
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
と
し
、
行
政
経

営
改
革
の
理
念
と
し
て
「
信
頼
」

を
掲
げ
ま
し
た
。
市
制　

周
年
、

５０

そ
し
て
中
期
経
営
計
画
の
実
質
的

な
初
年
度
と
な
る
今
年
は
、
ま
さ

に
町
田
市
の
都
市
経
営
の
力
が
試

さ
れ
る
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

掲
げ
た
理
念
を
実
現
す
べ
く
、
気

を
引
き
締
め
て
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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２
０
０
８
年
度
予
算
は
、
昨
年

　

月
に
策
定
し
た
中
期
経
営
計
画

１１に
掲
げ
る
施
策
目
標
、
改
革
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
各
重
点
事
業

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
中
期
財
政
見
通
し
で
明
ら

か
に
し
た
と
お
り
、
２
０
０
８
年

度
に
お
い
て
は
約　

億
円
の
収
支

１８

不
足
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
厳
し

い
状
況
の
中
で
の
予
算
編
成
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

上
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収

入
が
、
中
期
財
政
見
通
し
の
７
０

０
億
円
を
実
質
で
約
４
億
円
下
回

る
見
込
み
と
な
る
な
ど
、
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
編
成

と
な
っ
た
結
果
、
中
期
財
政
見
通

し
で
は
見
込
ん
で
い
な
か
っ
た
臨

時
財
政
対
策
債　

億
円
の
発
行
を

２０

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
１

２
０
１
億
４
８
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
２
・
１
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
増
加
の
特
徴
と
し
て

は
、
小
・
中
学
校
新
設
事
業
に
伴

う
投
資
的
経
費
の
大
幅
な
増
加

と
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
、

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
の
増

加
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
会
計
な
ど
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
ん
だ
全

体
の
予
算
は
、
２
１
９
２
億
４
３

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
８
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
中
期
経
営
計
画
重

点
政
策
プ
ラ
ン
の
四
つ
の
戦
略
目

標
と
行
政
経
営
改
革
関
連
ご
と

に
、
新
規
の
事
業
を
中
心
に
説
明

を
い
た
し
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

　

経
営
革
新
の
要
は
、
使
命
や
目

標
、
実
現
す
べ
き
価
値
を
前
提
と

し
、
常
に
変
革
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
町
田
ゆ
か
り
の

詩
人
、
北
村
透
谷
は
「
熱
意
は
力

な
り
。
必
ず
到
着
せ
ん
と
す
る
と

こ
ろ
を
指
せ
る
、
一
種
の
引
力
な

り
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
必
ず

や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
熱
意
こ
そ

が
変
革
の
力
な
の
で
す
。
町
田
市

役
所
の
中
に
、
こ
の
内
発
的
な
力

を
育
て
て
い
く
た
め
、
私
自
身
が

先
頭
に
立
っ
て
、
大
い
な
る
熱
意

を
燃
や
し
続
け
、
変
革
を
推
進
す

る
火
種
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戦略目標１ 市民協働のまちの創造
���������	�
��
�����

●「子どもの居場所」づくり懇談会・地域会議の設置
●市制５０周年記念事業（地域型市民協働事業と中央型シンボ
ル事業）

●鶴川駅前公共施設整備（調整会議・ワークショップ）
●景観計画策定（景観市民調査会）

��������	
��

●地域情報誌「まちびと」の充実
●「市民活動サポート
窓口」の充実

●協働事業補助制度の
活用

●小・中学校支援ボラ
ンティア推進（ボラ
ンティアコーディネ
ーター配置）

戦略目標４ 商業・文化芸術都市の創造
��������	
��
����

●文化交流センターのオープン
●町田ターミナルプラザの市民広場改修
●バスターミナルの改修（大型観光バス乗り入れ）
●町田駅周辺の中心市街地に公共サインを設置
●観光・コンベンション協会設置準備

��������	
���

●スポーツ振興計画の
策定

●国体会場予定地の小
野路公園整備

戦略目標２ 環境先進都市の創造
��������	
�

●家庭用生ごみ処理機購入費助成
●大型生ごみ処理機設置
●リサイクル広場設置（常設１か所、巡回５か所）
●剪定枝資源化センター本格稼動
●一般廃棄物処理基本計画の策定
●市役所本庁舎のＩＳＯ１４００１認証取得

��������	
��
�

●北部丘陵の整備

��������	
�

●小・中学校の耐震化（２０１０年度までに全校）
●高齢者など災害時要援護者の防災対策支援
●無電柱化の推進

戦略目標３ 子育て・保健福祉のまちの創造
��������	


●乳幼児医療費助成の所得制限の撤廃
●妊婦健康診査の公費負担による健診回数の増加（２回→５回）
●民間認可保育所整備（増改築２園、分園新設１園）
●認証保育所新設支援（１園）
●市内では初めての認定こども園の開設支援（２園）

��������	
��
����

●「小・中一貫町田っ子カリキュラム」の全校導入
●小・中学校新設（２００９年４月図師小学校、２０１０年４月
小山中央小学校、２０１２年４月小山地区に新設中学校）

��������	
�

●成人健診実施（１８歳以上）
●前立腺がん検診実施（５０歳～７０歳）
●保健所政令市への移行準備

��������	
��
�����


●小規模多機能型の居宅介護施設整備（４か所）
●認知症高齢者グループホーム整備（２か所）
●認知症対応型通所介護施設整備（１か所）
●公募による特別養護老人ホームの整備促進
●民間福祉施設職員の海外福祉先進国研修助成

行政経営改革関連
��������	

●市民センターの日曜窓口を開設（月２回日曜日に３か所で開設）
●駅前連絡所の開所日時の拡大（早朝７時開所）
●市民病院への、地方公営企業法の全部適用
●市民病院への、救急応答医師の配置

���������	


●市営住宅の管理代行の実施
●公立保育園一部民営化の検討
●可燃ごみ収集業務の民間事業者への委託推進

�����

●公の施設の指定管理者選考委員会の設置
●外部の評価による事務事業の見直し
●職員定数の見直しの推進（１１年度までに１００人減）
●職員給与の見直し（一部を除き特殊勤務手当を廃止）

市税市税�
５７.５％�

６９，０７９，０９４�

国庫支出金国庫支出金�
１１.６％�

１３，９３３，１５０�

都支出金都支出金�
１０.３％�

１２，３４６，０７１�

市債市債�
４.４％�

５，２６７，４００�

扶助費扶助費�
２２.３％�

２６，７３８，３８２�

公債費公債費�
６.６％�

７，８９４，４６４�
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１８，６７５，１００�
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９.９％�
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１２.２％�
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職員給与費職員給与費�
１８.８％�

２２，６３８，１７３�

市税�
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１３，９３３，１５０�

都支出金�
１０.３％�
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４５１，９６３�
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配当割交付金�
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ゴルフ場利用税交付金�
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４.２％�
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一般会計�
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１２０，１４８，３４６千円�
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リサイクル広場

市民病院

町田ターミナルプラザ

市民活動サポート窓口
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、
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1
1
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市
・
都
民
税
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

４月から医療保険制度が変わります

保険証・医療証を送付します
後後期高齢者医療（期高齢者医療（７７５５歳歳以上）以上）
●「後期高齢者医療被保険者証」を一人に１枚、３月下旬までに順次、配達記録郵便で
送付します。

●老人保健の「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「特定疾病療養受療証」をお持ちの
方には、３月下旬、後期高齢者医療制度の新しい証をそれぞれ普通郵便で送付します。

国国民健康保険（退職者医療制度の変更に伴う保険証の切り替え民健康保険（退職者医療制度の変更に伴う保険証の切り替え））
●退職者医療制度の「国民健康保険被保険者証」（若草色）をお持ちで、４月１日現在
で６５歳以上の退職被保険者本人とその被扶養者の方には、世帯主あてに一般の保険証
（サーモンピンク色）を３月下旬までに順次、配達記録郵便で送付します。

●「国民健康保険高齢受給者証」をお持ちの方に、受給者証を３月２４日に世帯主あてに
普通郵便で送付します（６５歳以上で老人保健法の医療受給者証をお持ちの方は、該当
しません）。

　なお、年度の切り替えが８月１日のため、７月３１日までは現在の負担割合となります。
※今までの古い「老人保健法医療受給者証」「国民健康保険被保険者証（退職被保険者
等）」等は、破棄して下さい。

　

市
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を
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。
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案
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申
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ま
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０
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【
多
摩
丘
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の
自
然
入
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１３

回
）
】
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丘
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ど
り
・
ご
み
の
問
題
に

取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
活
動
を
実
際
に
体
験
す
る
講
座

で
す
。

【
心
と
体
の
元
気
学
「
さ
あ
、
始

め
よ
う
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り
」

（
全
９
回
）
】

　

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ

く
、
身
体
を
動
か
す
き
っ
か
け
づ

く
り
の
講
座
で
す
。

【
ま
ち
だ
市
民
国
際
学
「
現
代
国

際
政
治
の
課
題　

－

Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
を
機
会
に
考
え
る－

」
（
全　
１１

回
）
】

　

今
日
の
世
界
に
お
け
る
社
会
・

政
治
の
諸
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

市
民
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

【
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
「
縄
文
か
ら

幕
末
ま
で
」
（
全　

回
）
】

１２

　

町
田
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
入

門
的
な
講
座
で
す
（
初
め
て
の
方

優
先
）
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ
ク
ロ

入
門
講
座
（
全
９
回
）
】

　

電
動
ロ
ク
ロ
で
作
品
づ
く
り
を

行
い
ま
す
（
初
め
て
の
方
優
先
）。

【
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入
門
講

座
（
全
９
回
）
】

　

手
び
ね
り
で
作
品
づ
く
り
を
行

い
ま
す
（
初
め
て
の
方
優
先
）
。

【
人
間
関
係
学
「
人
間
関
係
の
多

様
性
と
向
き
合
う
」
（
全　

回
）】

１２

　

個
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合

い
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

○
資
格　

社
会
教
育
主
事
ま
た
は

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務　

４
月
１
日
か
ら
。
詳
細

は
本
紙
３
月　

日
号
に
掲
載

２１

□問
 

市
民
大
学
事
務
局
11
７
２
９
・

１
１
９
５

まま
ちち
だだ
市市
民民
大大
学学

ＨＨ
ＡＡ
ＴＴ
ＳＳ

前
期
・
通
年
講
座

前
期
・
通
年
講
座

受
講
生
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集

受
講
生
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４月から７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度が始まります。また、国民健康保険（国保）の一部や基本健康診査が
変わります。今後の予定・手続きや制度の変更についてお知らせします。

国民健康保険
【国保税の計算方法が変わります】
　後期高齢者医療制度では、７４歳以下の公的医療保険の被保険者が国保税、保険料の一
部を「後期高齢者支援金」として負担することでその費用をまかなうことになります。
このため、今までの医療分から後期高齢者支援金分を分離し、介護納付金（４０歳～６４
歳）と合せて、負担していただくことになります。
　税額、税率などの詳細は、未定です。決まり次第広報等でお知らせします。

【乳幼児の医療機関窓口での自己負担について】
●２割の自己負担の対象者が下記のとおりとなります。

３月まで　３歳未満の方　　　　４月から　義務教育就学前まで

※自己負担分には、今まで同様に別に都や市からの助成があります。

【基本健康診査が変わります】
●今までの基本健康診査に変わり、１８歳以上の方を対象に成人健康診査が始まります。
●国保加入の４０歳以上の方、後期高齢者医療制度に加入の方には、受診券が５月末から
順次、送付されます。

　詳細は、本紙３月２１日号でお知らせします。

後期高齢者医療保険料・国保税の納め方
●年金から天引きとなる方（特別徴収）
　下記の条件ＡＢを満たすことが後期高齢者医療保険料・国保税の共通の条件です。
　Ａ　公的年金の年額が１８万円以上の方（障害年金・遺族年金も対象となります）
　Ｂ　介護保険料と後期高齢者医療保険料又は国保税との合計額が年金額の２分の１を超えない方
●納付書または口座振替による方法の方（普通徴収）
　☆上記特別徴収ＡＢの条件に該当しない方

後後期高齢者医療期高齢者医療（（７７５５歳歳以以上）上）・保険料は一人ひとりにかかり、被保険者本人が納めます・保険料は一人ひとりにかかり、被保険者本人が納めます
●特別徴収　２００８年４月から年６回（年金支給月）
●普通徴収　納期は年８回、毎年７月から翌年２月まで。
《平成２０年度の保険料の納め方について》
　制度の開始にあたり、現在ご加入の健康保険によって保険料の納め方が異なります。
①被用者保険（会社の健保組合など）の被扶養者だった方
　保険料を納めていただくのは２００８年１０月からとなります（４月からの保険料徴収は行
いません）。

②被用者保険（会社の健保組合など）の本人だった方
特別徴収の開始は２００８年１０月以降となり、７月から９月までは納付書で納めていただ
きます。

③国民健康保険の加入者だった方
　原則として特別徴収が２００８年４月から開始されます。

国国保税の年金からの天引きが始まります保税の年金からの天引きが始まります
　国保加入の６５歳から７４歳までの世帯主の方で上記特別徴収のＡＢの条件の他に下記の
条件をすべて満たす方を対象に年金からの天引き（特別徴収）が始まります。特別徴収
は、２００８年１０月から始まります。７月から９月納期分は、今までどおり普通徴収となり
納付書または口座振替による納付となります。
●４月１日に６５歳以上で年金を受給していること
●世帯主が国民健康保険に加入していること
●世帯内の加入者全員が、６５歳以上７４歳以下の場合

後期高齢者医療（７５歳以上）
【保険料額のお知らせについて】
①２００８年４月から特別徴収が開始される方には４月上旬にお送りする「仮徴収額決定通
知」で、保険料額をお知らせします。この保険料額は２００６年中の所得を元にして仮に
決定した額になります。本決定額は９月下旬までにお知らせする予定です。

②２００８年４月に特別徴収が行われない方には７月にお知らせする予定です。

国民健康保険国民健康保険【７５歳以上の方がいる世帯の手続・国保税の軽減内容】※介護保険分は軽減の対象外です。

４月から
３月まで（主な具体例）

後期高齢者医療制度に伴う国保税の軽減内容軽減の条件国保税、後期高齢者医療保険料（保険料）

会社の健保組合などに加入している被保険者が
後期高齢者医療に移行することにより、その方
の被扶養者が国保に加入する場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期夫

夫７５歳　　妻７２歳 
２人とも会社の健保組合などに加入の場合 所得割を０円、平等割、均等割を２年間半額にしま

す（６５歳以上７５歳未満の被扶養者に限られます）。
※減免申請が必要です。

国保に４月１日から加入し、国保税を納付
（本人分のみ） 
※加入手続きが必要です

国
保妻

国保の加入者が後期高齢者医療に移行し、残っ
た方が国保の単身世帯となる場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期夫夫７５歳　　妻７２歳 

２人とも国保に加入の場合 平等割を５年間半額とします（申請不要）。国保税を納付（本人分のみ）国
保妻

国保の加入者が後期高齢者医療に移行し、国保
の世帯員が減少した場合

保険料を納付（本人分のみ）後
期父

父８０歳、母７０歳、子５０歳 
３人とも国保に加入し、平等割、均等割の
軽減を受けている世帯

後期高齢者医療制度へ移行した人を軽減の対象人数
に含め、軽減判定を行い、５年間軽減を行います
（申請不要）。

国保税を納付（母、子分のみ）国
保

母
子

※国保加入者が世帯主以外の場合でも世帯主の名前で、納税通知書は届きます。

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

市
民
大
学

市
民
大
学
嘱
託
職
員

嘱
託
職
員

□問 後期高齢者医療制度について　高齢者医療課11７２４・２１４４
　国民健康保険について　　　　国保年金課11７２４・２１２４
　４月１日より、高齢者医療課と国保年金課は、「保険年金課」と
なります。

◎町田市ホームページでも情報提供を行っています。
◎東京都後期高齢者医療広域連合のホームページ「東京いきいきネット（ http://www.tokyo-ikiiki.net/）」でも情報提供を行っています。

２００８．　．　 （　）３ １１ ５

申
告
は
お
済
み
で
す
か

□問
 

市
民
税
課
11
7
2
4
・
2
1
1
4
、
2
1
1
7

申
告
書
の
提
出
期
限
は
3
月　

日
（
月
）
ま
で

17

お困りのときは　まずお電話を！ 　町町田田市市ココーールルセセンンタターー11００４４２２・・７７２２４４・・５５６６５５６６

予
防
接
種�

２
０
０
８
年
度

生
活
協
力
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）

　

都
民
住
宅
に
入
居
し
、
高
齢
者

集
合
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）
の

入
居
者
に
対
す
る
生
活
協
力
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
申
込
世
帯
が
都
民
住

宅
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
へ
の

入
居
資
格
が
あ
り
（
収
入
ほ
か
）

②
申
込
者
本
人
ま
た
は
同
居
者
が

生
活
協
力
員
の
業
務
を
行
え
る
③

お
お
む
ね　

歳
ま
で
の
方

５５

○
募
集
住
宅
（
あ
き
家
）　

森
野

５
丁
目　

番
地
１　

森
野
５
丁
目

２８

都
民
住
宅
＝
１
戸

○
業
務　

入
居
者
の
安
否
の
確

認
、
緊
急
時
の
対
応
及
び
関
係
機

関
と
の
連
絡
等

○
応
募
期
間　

生
活
協
力
員
が
決

ま
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

○
募
集
案
内
配
布
・
応
募
受
付

忠
生
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

忠
生
公
園
の
保
全
整
備
、
自
然

観
察
会
の
支
援
・
下
見
・
準
備
、

行
事
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

○
対
象　

高
校
生
以
上
で
、
一
年

間
を
通
じ
て
活
動
で
き
る
方

○
活
動
日
時　

①
観
察
会
（
事
前

の
下
見
・
準
備
を
含
む
）
＝
毎
月

第
１
・
４
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜

正
午
②
軽
作
業
＝
毎
月
第
２
木
曜

日
・
第
３
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜

正
午
（　

月
〜
２
０
０
９
年
３
月

１１

は
午
後
１
時
〜
３
時
）

※
季
節
に
よ
り
時
間
の
変
更
及
び

臨
時
活
動
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

○
募
集
人
員　
　

人
４０

○
申
し
込
み　

直
接
忠
生
が
に
や

ら
自
然
館
（
11
７
９
２
・
１
３
２

６
）
に
来
館
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
申
込
書
に
記
入
。
随
時
受
付

（
月
曜
日
休
館
）
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に

説
明
会
を
３
月　

日
（
日
）
午
前

２３

　

時　

分
か
ら
忠
生
が
に
や
ら
自

１０

３０

然
館
で
行
い
ま
す
。

さ
く
ら
開
花
情
報

リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
で
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
に
、
さ
く
ら
祭
り
の
期
間

中
、
市
内
の

さ
く
ら
の
開

花
情
報
を
お

知
ら
せ
す
る

コ
ー
ナ
ー
を

作
成
す
る
予

定
で
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の
何
か

所
か
の
さ
く
ら
の
開
花
の
写
真
を

継
続
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

さ
く
ら
開
花
情
報
リ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

３
月　

日
〜
４
月　

日

１７

２０

の
間
で
、
週
２
回
程
度
、
市
内
の

さ
く
ら
の
開
花
情
報
を
写
真
に
撮

り
、
電
子
メ
ー
ル
で
画
像
を
送
信

し
て
い
た
だ
け
る
方

○
申
し
込
み　

３
月　

日
午
後
２

１４

時
か
ら
市
役
所
森
野
分
庁
舎
２
階

第
４
会
議
室
で
行
わ
れ
る
説
明
会

に
ご
出
席
下
さ
い
。

※
謝
礼
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ

い
（
同
意
書
用
）
。

□問
 

産
業
観
光
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

住
宅
課
（
市
役
所
中
町
第
三
庁

舎
、
11
７
０
９
・
０
５
７
９
）
ま

た
は
高
齢
者
福
祉
課
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
、
11
７
２
４
・
２
１
４

１
）
へ
直
接
お
い
で
下
さ
い
。

町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

市

民

意

見

を

募

集

し

ま

す

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
検
討
の

う
え
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
市
民
意
見
の
募
集
要
領
】

○
提
出
期
限　

３
月　

日
（
月
）

２４

必
着

○
原
案
閲
覧
場
所　

南
・
な
る
せ

駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
小
山
・
堺

の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
「
市
政
情

報
や
ま
び
こ
」
、
環
境
保
全
課

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
提
出
方
法　

氏
名
・
連
絡
先
を

明
記
し
、
郵
送
で
環
境
保
全
課

（
〒　

－

０
０
３
６
、
木
曽
東
２

１９４

－

１－

１
、
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）

へ
。

※
ご
意
見
へ
の
個
別
の
回
答
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る

際
に
は
個
人
情
報
は
除
き
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
は
４
月
か
ら

　

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
の

２０

基
礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿
を
４
月

１
日
か
ら
ご
覧
（
縦
覧
）
い
た
だ

け
ま
す
。

　

縦
覧
で
き
る
方
は
、
納
税
者
と

そ
の
代
理
人
で
す
（
納
税
者
と
同

居
し
て
い
る
家
族
並
び
に
納
税
管

理
人
以
外
の
方
は
、
委
任
状
ま
た

は
代
理
人
選
任
届
が
必
要
で
す
）。

　

縦
覧
に
お
い
で
の
際
は
、
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険

証
、
納
税
通
知
書
、
課
税
資
産
明

細
書
等
、
ま
た
法
人
格
を
有
す
る

自
営
業
の
方
は
、
法
人
と
の
関
係

の
わ
か
る
も
の
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

〜
６
月
２
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
縦
覧
場
所　

資
産
税
課
（
市
役

所
本
庁
舎
６
階
）

□問
 

資
産
税
課
11
７
２
４
・
２
１
１

６
、
２
１
１
８

市制５０周年記念式典市制５０周年記念式典

ケーブルテレビでケーブルテレビで

放映中！放映中！

【
放
映
日
時
】

○
ジ
ェ
イ
コ
ム
せ
た
ま
ち　

３
月

　

日
〜　

日
の
毎
週
土
曜
日
、
午

１５

２９

後
８
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３５

○
ジ
ェ
イ
コ
ム
相
模
原
・
大
和　

３
月　

日
〜　

日
の
毎
週
土
曜

１５

２９

日
、
午
後
５
時　

分
〜
６
時

５５

○
イ
ッ
ツ
コ
ム　

３
月　

日
〜　

１６

３０

日
の
毎
週
日
曜
日
、
午
前
９
時　
５５

分
〜　

時
１０

○
多
摩
テ
レ
ビ　

３
月　

日（
月
）

３１

ま
で
毎
日
、
午
後　

時　

分
〜　

１０

１５

１０

時　

分
２０

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１

３
２

糖
尿
病
予
防
教
室

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で

「
糖
尿
病
」
「
血
糖
値
が
高
い
」

等
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

町
田
市
民

○
日
時　

３
月　

日
（
月
）
午
前

１７

９
時　

分
〜
正
午
（
９
時　

分
か

５０

３０

ら
受
付
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

糖
尿
病
と
は
ど

ん
な
病
気
か
＝
保
健
師
、
試
食
、

食
事
療
法
の
基
本
と
食
品
交
換
表

に
つ
い
て
＝
栄
養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課

（
11
７
２
５
・
５
１
７
８
）
へ
。

で
す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や

む
を
え
な
い
理
由
で
指
定
医
療
機

関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
受

付
で
き
ま
せ
ん
）
②
予
診
票
（
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
会
場
で
お
渡

し
し
ま
す
）
③
母
子
健
康
手
帳

ポ

リ

オ

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の

予
防
接
種
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３

か
月
以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お

子
さ
ん

○
接
種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間

隔
で
２
回

○
受
付
・
開
催
時
間　

午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分

５０

４０

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日

か
ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田

市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療
機
関

に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う
え
作

成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無
料

妊

婦

歯

科

健

康

診

査

○
対
象　

妊
娠　

週
〜　

週
の
初

１６

２７

妊
婦

※　

週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

２７
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
日
時　

４
月
１
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
２
時　

分
受
付
（
所
要
時

１０

間
約
１
時
間
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

歯
科
健
康
診
査
・
歯

科
相
談
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
１
４

公開している会議　傍聴のご案内
申し込み定　員会　場日　時会議名

事前に電話で健康課
（11７２５・５４２２）へ。

３人 
（申し込み順）

健康福祉会館
２階健康教育室

３月１７日（月） 
午後１時１５分
　　　　～２時３０分

町田市母子保健連絡
協議会

事前に電話・ＦＡＸで福
祉総務課（11７２４・２１３３、
6７２４・１１８７）へ。

１０人 
（申し込み順）

市役所本庁舎
地下特別会議室
（大）

３月１７日（月） 
午後２時～５時
（予定）

第３回町田市福祉の
まちづくり総合推進
条例部会

事前に電話で都市計画
課（11７０９・０６４２）へ。

５人 
（申し込み順）

市役所中町第三
庁舎１階会議室

３月１８日（火） 
午前９時３０分から

第１７回町田市街づく
り審査会

直接会場へおいで下さい。 
□問 障がい福祉課11７２４・
２１４７、6７２４・１１９１

すみれ会館３階
第一会議室

３月２１日（金） 
午後１時から

町田市障がい福祉事
業計画審議会

事前に電話・ＦＡＸで福
祉総務課（11７２４・２１３３、
6７２４・１１８７）へ。

１０人 
（申し込み順）

市役所本庁舎
地下特別会議室
（大）

３月２１日（金） 
午後３時～５時
（予定）

第２回町田市福祉の
まちづくり推進協議
会

３月２１日までに電話で
都市計画課（11７０９・
０６１４）へ。

５人 
（申し込み順）

市役所本庁舎
地下特別会議室
（大）

３月２４日（月） 
午前１０時～正午

第３回町田市交通マ
スタープラン推進委
員会

事前に電話・ＦＡＸで福
祉総務課（11７２４・２１３３、
6７２４・１１８７）へ。

１０人 
（申し込み順）

市役所森野分庁
舎４階第三会議
室

３月２５日（火） 
午後３時～５時
（予定）

第１１回町田市福祉有
償運送運営協議会

事前に電話で高齢者福
祉課（11７２４・２１４６）
へ。

１０人 
（申し込み順）

市役所本庁舎
地下特別会議室
（大）

３月２６日（水） 
午後６時３０分～８時

第５回町田市地域包
括支援センター運営
協議会

会　 場２回目１回目

健康福祉会館（原則として住所が原町田・森野・中町・
旭町・玉川学園・南大谷のお子さんが対象です）７月２日（水）４月４日（金）

南市民センター
７月８日（火）４月８日（火）

町田リサイクル文化センター

鶴川市民センター（原則として住所が鶴川・能ケ谷町・
広袴・広袴町・三輪町・三輪緑山・真光寺・真光寺町の
お子さんが対象です）

７月９日（水）４月１０日（木）

小山市民センター（原則として住所が小山町・小山ヶ丘
周辺のお子さんが対象です）７月１１日（金）４月１１日（金）

健康福祉会館（原則として住所が原町田・森野・中町・
旭町・玉川学園・南大谷以外のお子さんが対象です）７月１４日（月）４月１４日（月）

木曽山崎センター
７月１６日（水）４月１５日（火）

成瀬センター

なるせ駅前市民センター
７月１７日（木）４月１８日（金）

堺市民センター

鶴川市民センター（原則として住所が野津田町・小野路
町・金井・金井町・大蔵町・薬師台のお子さんが対象で
す）

７月２３日（水）４月２２日（火）

健康福祉会館７月２８日（月）４月２５日（金）

※健康福祉会館・鶴川市民センター・小山市民センターでのポリオ予防接種は
混雑を緩和するために日程ごとに対象地区を設定しています。ただし、お子
さんの体調等により別の日に変更していただいて結構です（健康課への連絡
は不要です）。

ポリオ集団予防接種日程表 □問健康課11７２５・５４２２
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（（特特））町町田田市市芸芸術術協協会会
（（財財））町町田田市市文文化化・・国国際際交交流流財財団団
２２００００８８ ここどどもものの日日ススペペシシャャルル
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催

し

４月１日開園予定認可保育園
設置主体所在地定員名　称

（福）七五三会原町田５－１－５
（高見医院２階、３階）８７人なごみ保育園

　

市
で
は
小
学
校
未
就
学
児
を
○乳
 

医
療
証
（
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
）
で
保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
、
小
・

中
学
生
を
○子
 

医
療
証
（
義
務
教
育

就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
）
で
保

険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負

担
分
３
割
の
う
ち
１
割
（
自
己
負

担
分
は
２
割
）
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

○乳
 

医
療
証
を
お
持
ち
で
４
月
に

小
学
生
に
な
ら
れ
る
お
子
さ
ん
は

４
月
１
日
以
降
、
医
療
証
が
○子
 

医

療
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
○子
 

医

療
証
は
３
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送

し
ま
す
。
４
月
に
な
っ
て
も
、
○子
 

医
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
下
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

方
、
○親
 

医
療
証
、
○障
 

医
療
証
を
お

持
ち
の
方
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
現
在
、
対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん

で
○乳
 

医
療
証
、
○子
 

医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。
４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
に
は

児
童
手
当
と
同
額
の
保
護
者
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７

２
４
・
５
６
５
６
、
子
ど
も
総
務

課
11
７
２
４
・
２
１
３
９

○子
 

医
療
証
を
郵
送
し
ま
す

新
し
い
保
育
園
が
開
園

４
月
１
日
に

　

４
月
１
日
か
ら
右
下
表
の
保
育

園
が
開
園
し
、
認
証
保
育
所
が
Ａ

型
に
変
更
に
な
る
予
定
で
す
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２

１
３
８

　

受
給
開
始
か
ら
５
年
経
過
し
た

方
等
は
、
「
就
業
」
等
の
条
件
を

満
た
し
て
い
な
い
と
２
０
０
８
年

４
月
分
以
降
の
手
当
が
２
分
の
１

に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
減
額
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
届
出
が

必
要
で
す
。
５
年
経
過
し
た
方
等

に
は
、
書
類
を
該
当
月
の
前
々
月

に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
も
毎
年

現
況
届
と
一
緒
に
同
様
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
書
類
は
現
況

届
と
は
別
に
お
送
り
し
ま
す
）
。

○
減
額
の
対
象
と
な
る
時
期　

次

の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
早
く

経
過
し
た
と
き
の
翌
月
か
ら

①
受
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
②
支
給
要
件
に
該
当
し

た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
起

算
し
て
７
年

※
認
定
請
求
・
額
改
定
請
求
を
し

た
時
点
で
３
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
し
て
い
た
場
合
は
３
歳
に
達
し

た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
５
年
を

経
過
し
た
と
き
と
な
り
ま
す
。

制
度
が
変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当

○
減
額
に
な
ら
な
い
た
め
の
条
件

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合

①
就
業
し
て
い
る
②
求
職
活
動
等

の
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
る
③
身
体
上
ま
た
は
精
神
上

の
障
が
い
が
あ
る
④
負
傷
ま
た
は

疾
病
等
に
よ
り
就
業
す
る
こ
と
が

困
難
⑤
監
護
す
る
児
童
ま
た
は
親

族
が
障
が
い
、
病
気
等
で
介
護
の

必
要
が
あ
り
就
業
が
困
難

※
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
に
は
制
度
の
ご
案
内
通

知
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
末
及
び
４
月
末
に

該
当
す
る
方
に
は
提
出
用
書
類
を

配
達
記
録
で
送
付
し
ま
し
た
（
全

部
支
給
停
止
の
方
を
除
く
）
。
提

出
期
限
は
６
月　

日
で
す
。
期
限

３０

を
過
ぎ
る
と
減
額
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２

１
４
３

　

登
録
・
更
新
の
要
件
は
、
男
女

平
等
推
進
を
活
動
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
事
業
に
協
力
で
き
る
こ
と
な
ど

で
す
。

　

す
で
に
登
録
し
て
い
る
団
体
も

毎
年
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

代
表
者
に
必
要
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
受
付
場
所　

町
田
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
３
階
・
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー

※
必
要
書
類
や
詳
細
は
、
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・

２
９
０
８
）
へ
。

団
体
登
録
・
更
新
手
続
き

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄

太
郎
美
術
館
」

【
第　

回
ツ
バ
キ
展
】

４０

○
期
間　

３
月　

日
（
金
）
〜　

１４

１６

日
（
日
）

○
会
場　

同
館
１
階
展
示
室

〈
関
連
事
業
「
椿
山
を
歩
く
」
〉

　

展
示
会
場
と
薬
師
池
公
園
で
ツ

バ
キ
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
後

１６

２
時
〜
３
時

○
会
場　

同
館
ツ
バ
キ
展
会
場

○
費
用　

入
館
料
（
大
人
１
０
０

円
）

※
薬
師
池
公
園
内
を
歩
き
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
服
装
・
履
物
で

ご
参
加
下
さ
い
。

【
写
真
展
「
薬
師
池
公
園
の
四

季
」
】

　

市
内
在
住
の
小
山
田
昭
二
さ
ん

撮
影
の
作
品
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
会
期　

３
月　

日
（
水
）
〜
５

１９

月
６
日
（
休
）

※
展
示
替
の
た
め
、
３
月　

日
１７

（
月
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
11
７
３

６
・
８
２
８
１

町
田
市
民
文
学
館

ひ

な

た

村

【
初
心
者
演
劇
教
室
・
第
９
期
生

卒
業
公
演
】

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
後

１５

３
時
開
演
、　

日
（
日
）
午
後
２

１６

時
開
演
（
開
場
は
各
日　

分
前
）

３０

○
会
場　

ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル

○
演
目　

高
垣
葵
作
・
演
出
「
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
」
（
エ
ジ
プ
ト
の
運

命
を
左
右
し
た
美
し
き
王
妃
、
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
を
描
く
）

○
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

【
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー
】

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
前

２３

　

時　

分
上
映
開
始

１０

３０

○
内
容　

①
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
、

②
「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
の
消
防

夫
」
、
③
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し�

問�

��

��

��
��

��

��

－－

没
後
没
後　

周
年
記
念

周
年
記
念　

150150
広
重
と
そ
の
時
代

広
重
と
そ
の
時
代－－

○
会
期　

３
月　

日
（
土
）
〜
４

１５

月
６
日
（
日
）
、
月
曜
日
休
館

○
会
場　

同
館
・
企
画
展
示
室
１

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
２
０
０
円
、　

歳
以

６５

上
の
方
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料

※
初
日
（
３
月　

日
）
は
無
料
。

１５

○
開
館
時
間　

平
日
＝
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時

　

分
ま
で
）
、
土
・
日
曜
日
、
祝

３０日
＝
午
前　

時
〜
午
後
５
時　

分

１０

３０

（
入
館
は
午
後
５
時
ま
で
）

関
連
催
事

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ト
ー
ク
】

　

観
覧
券
を
ご
用
意
の
う
え
、
２

階
展
示
室
入
口
に
直
接
お
い
で
下

さ
い
。

○
期
日　

３
月　

日
（
日
）
、
３

１６

月　

日
（
土
）
、
４
月
６
日（
日
）

２９
○
時
間　

午
後
２
時
か
ら
（　

分
４０

程
度
）

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う
…
ト
ー

ク
・
フ
リ
ー
デ
ー
】

　

展
覧
会
初
日
（
３
月　

日
）
を

１５

除
く
、
水
・
土
曜
日

　

作
品
を
め
ぐ
る
会
話
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
試
み
で

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
方

も
気
兼
ね
せ
ず
に
ご
入
場
下
さ

い
。

【
①
映
画
会　

恋
は
五
・
七
・

五
】

　

高
校
生
俳
句
甲
子
園
に
挑
戦
す

る
高
校
生
た
ち
の
爽
や
か
な
姿
を

描
い
た
青
春
映
画
で
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
１
回

３０

目
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１０

３０

１５

分
、
２
回
目
午
後
２
時
〜
３
時　
４５

分○
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

６０

【
②
講
演
会　

近
代
文
学
の
用
例

と
日
本
の
漢
字
】

○
日
時　

４
月
５
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時　

分
３０

○
内
容　

辞
典
作
り
か
ら
見
た
作

家
の
文
章
に
つ
い
て

○
講
師　

新
潮
社
校
閲
部
・
小
駒

勝
美
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

◇

○
会
場　

同
館
・
大
会
議
室

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。
②
は
直
接
ま
た

は
電
話
で
町
田
市
民
文
学
館
（
11

７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

５
月
５
日
（
祝
）

午
後
２
時
開
演

１
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
３
歳
以
下
無
料
、
た
だ
し
座
席

を
使
用
す
る
場
合
は
有
料
。

〈
第
一
部
〉

歌
と
手
遊
び！

リ
ズ
ム
遊
び！

〈
第
二
部
〉

音
楽
と
映
像
の
世
界

○
出
演　

栗
原
も
ち
ま
（
歌
）
、

草
原
哲
広
（
歌
）
、
真
崎
佳
代
子

（
マ
リ
ン
バ
）
、
高
橋
ま
き
の

（
マ
リ
ン
バ
）
、
田
中
貴
子
（
ピ

ア
ノ
）

【
３
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１２

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３

０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

認証保育所Ｂ型からＡ型に変更予定
設置主体所在地定員名　称

（特）はとぽっぽ
共同保育室

大蔵町４１０
（鶴川市民センター入口バス停前）４５人ぽっぽの森保育園

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

問�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

国
際
版
画
美
術
館

７
日
は
除
く
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
・
ア
ト
リ
エ

○
定
員　
　

人
（
町
田
市
民
及
び

１４

過
去
５
年
間
に
同
館
講
座
の
受
講

経
験
が
な
い
方
優
先
の
う
え
抽

選
、
当
選
者
の
み
通
知
）

※
抽
選
結
果
は
３
月　

日
以
降
、

２７

同
館
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

○
講
師　

版
画
家
・
鈴
木
吐
志
哉

氏○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の

内
容
、
進
行
に
必
要
。
記
入
は
任

意
）
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
３

月　

日
ま
で
に
町
田
市
コ
ー
ル
セ

２１
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５

６
、
Ｅ
メ
ー
ル5

6
5
6
＠
m
a
c
h
i

d
a
.c
a
ll

‐c
e
n
te
r.jp

）
へ
。

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・

２
８
８
９

【
創
作
講
座　

木
版
画
・
ひ
と
つ

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
】

　

１
点
の
下
絵
か
ら
３
つ
の
異
な

る
木
版
技
法
で
作
品
を
制
作
し
ま

す
。

○
対
象　

初
心
者
の
方

○
期
日　

４
月　

日
〜
６
月　

日

１６

２５

の
毎
週
水
曜
日
、
全　

回
（
５
月

１０

ゆ
か
い
な
船
長
さ
ん
」

◇

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３

６

広重「東海道五拾三次　日本橋　朝之景」
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スポーツ教室 □問 スポーツ振興公社11７２４・３４４０

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
ふ

る
さ
と
町
田
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　

春
の
小
山
田
緑
地
の
自
然
と
歴

史
を
訪
ね
る
約
５
㎞
の
散
策
で
す

／
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
／
日
時
＝
３
月　

日
午
前

２８

９
時　

分
（
集
合
）
〜
午
後
３
時

５０

（
予
定
）
、
雨
天
３
月　

日
に
延

３０

期
／
集
合
場
所
＝
小
山
田
バ
ス
停

／
解
散
＝
室
内
プ
ー
ル
／
費
用
＝

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
／
定
員

＝　

人
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
町

３０
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
11

７
２
５
・
４
４
６
５
）
へ
。

●
都
立
町
田
養
護
学
校
看
護
師

（
非
常
勤
）
募
集

　

勤
務
日
＝
週
２
〜
３
日
／
期
間

＝
４
月
〜
２
０
０
９
年
３
月
（
短

期
は
応
相
談
）
／
勤
務
場
所
＝
同

校
（
野
津
田
町
）
／
□問
 

同
校
11
７

３
７
・
０
５
７
０

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
友
愛

荘
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
機
能
訓
練
指
導
員

（
正
職
）
②
介
護
職
員
（
パ
ー

ト
）
／
資
格
＝
①
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

等
②
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
方
／

勤
務
日
＝
②
週
４
日
程
度
／
申
し

込
み
＝
電
話
連
絡
の
う
え
履
歴
書

を
直
接
友
愛
荘
（
11
７
９
３
・
７

５
３
０
）
へ
。

●
第
三
ま
ち
だ
福
祉
作
業
所
利
用

者
募
集

　

資
格
＝
市
内
在
住
で
愛
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
／
勤
務
日
時
＝
月

〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
／
内
容
＝
室
内
軽
作
業
、
花
壇

管
理
／
□問
 

同
作
業
所
11
７
２
９
・

６
５
８
０

●
ね
む
の
木
保
育
園
看
護
師
募
集

　

委
細
面
談
／
□問
 

同
園
11
７
０
６

・
０
７
３
３

●
湧
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
教
室
」

　

日
時
＝
３
月　

日
午
前　

時　

２３

１０

３０

分
〜
正
午
／
会
場
＝
本
町
田
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
／
費

用
＝
２
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
９
・

０
７
４
７
）
へ
。

●
子
ど
も
の
森
桜
台
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
指
導
員
募
集

　

勤
務
日
時
＝
週
３
日
、
午
後
１

時
〜
６
時
／
勤
務
場
所
＝
同
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
（
小
山
田
桜
台
）
／

希
望
者
は
午
前
中
に
子
ど
も
の
森

保
育
園
兼
務
可
／
□問
 

同
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
11
７
９
７
・
６
７
３
０

●
予
備
自
衛
官
補
募
集

【
①
一
般
公
募
②
技
能
公
募
】

　

資
格
＝
①　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

３４

の
方
②　

歳
以
上
で
、
保
有
す
る

１８

技
能
に
応
じ　

〜　

歳
未
満
の
方

５３

５５

／
試
験
期
日
＝
４
月　

日
、　

１９

２０

日
、　

日
の
い
ず
れ
か
／
詳
細
は

２１

自
衛
隊
町
田
募
集
案
内
所
（
11
７

２
３
・
１
１
８
６
）
へ
。

●
開
進
こ
ど
も
園
教
職
員
募
集

　

４
月
開
設
（
予
定
）
の
認
定
こ

ど
も
園
で
す
／
職
種
＝
①
２
・
３

歳
児
預
か
り
保
育
担
当
（
本
務
）

②
０
〜
３
歳
児
保
育
補
助
（
パ
ー

ト
）
／
資
格
＝
保
育
士
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
所
持
者
優
遇
／
勤

務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時

　

分
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後
１

３０時
〜
６
時　

分
／
勤
務
場
所
＝
同

３０

園
（
本
町
田
）
／
勤
務
開
始
＝
４

月　

日
か
ら
／
委
細
面
談
／
□問
 

同

１４
園
11
７
２
５
・
７
８
５
１

参
加
し
よ
う
！

○
日
時　

３
月　

日
（
土
）
午
前

２９

　

時
か
ら

１０○
会
場　

町
田
リ
ス
園
園
内

○
定
員　
　

人
（
小
さ
い
お
子
さ

２０

リ
ス
の
巣
箱
作
り
に

七
国
山
そ
ば
販
売

○
期
日　

１
回
目
＝
３
月　

日
１５

（
土
）
か
ら
、
２
回
目
＝
４
月
５

日
（
土
）
か
ら

※
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

○
時
間　

各
回
午
前
９
時　

分
か

３０

ら○
販
売
場
所　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

※
車
で
お
い
で
の
方
は
薬
師
池
公

園
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
販
売
品
目　

生
麺
２
０
０
０
袋

（
１
袋
１
２
０
ｇ
入
り
１
２
０

ふ
る
さ
と
農
具
館

献
血
を
開
催
し
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
前

１９

　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

民
フ
ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５

３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

市
役
所
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
の
「
既
婚
の

家
庭
婦
人
」
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー

ム○
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１０

９
時　

分
か
ら
受
付

１０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
チ
ー
ム
編
成　

監
督
、
コ
ー

チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
１
人
、
選

手　

人
以
内
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー

１５
ム○

競
技
方
法　

９
人
制
ト
ー
ナ
メ

町
田
市
家
庭
婦
人

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

歩
き
や
す
い
履
物
と
服
装
で
直

接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

【
七
国
山
と
薬
師
池
（
５
０
０

選
）
】

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
前

１６

イ
ン
ド
ア
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１６

○
日
時　

３
月　

日
（
日
）
正
午

２３

〜
午
後
６
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

○
競
技　
　

ｍ　

㎝
的　

射
×

３０

８０

３６

２
ラ
ウ
ン
ド
（
部
門　

Ｓ
Ｂ
、
Ｂ

Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ
各
男
女
）

○
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受

付
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

都
民
大
会
代
表
選
考
会
兼
月
例
射

会

【
小
学
生
水
泳
ス
ク
ー
ル
】

　

も
ぐ
れ
な
い
〜
ク
ロ
ー
ル
・
背

泳
ぎ　

ｍ
を
目
指
し
ま
す
。

２５

〈
小
学
生
Ｃ
コ
ー
ス
〉

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
５
時

３０

　

分
３０〈

小
学
生
Ｄ
コ
ー
ス
〉

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

月
と
ク
ラ
ス
の
色
・
初
め
て
の
方

は
初
参
加
と
明
記
し
、
分
か
る
範

囲
で
お
子
さ
ん
の
泳
力
も
書
き
、

３
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

１７

室
内
プ
ー
ル
へ
。

○
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
６
時

３０

　

分
３０

◇

○
対
象　

小
学
１
〜
６
年
生
の
初

心
者

○
期
間　

各
コ
ー
ス
４
月
３
日
〜

　

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
４
回
）

２４○
会
場　

室
内
プ
ー
ル

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

４０

○
費
用　

３
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
・
コ
ー
ス
名

・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

学
年
・
電
話
番
号
・
前
回
の
受
講

申し込み費　用定　員日時・会場対　象教室名

申し込みは、往復
ハガキ（１人また
は１組１枚）に教
室名・住所・氏名
（ふりがな）・年
齢・電話番号を明
記し、返信用にも
あて先を書いて３
月１８日まで（消印
有効）にスポーツ
振興公社へ。 
※体育館コース名
も記入。
※生年月日（幼児
のみ）・学年・
幼稚園名・学校
名も記入。
※市外在住の方
は、市内の園名・
学校名及びその
所在地も記入。
※定員を超えた場合
は、初参加者優先
のうえ抽選。

４７００円３０組
４月１２日～６月２８日の毎週（土）（５月３日、６月
７日を除く）／全１０回／午前９時３０分～１１時／総合
体育館

市内在住、在園の４～６歳（教室初日）
の未就学児とその保護者（きょうだい等
のおんぶ・抱っこでの参加不可）

親子ふれあい
体 操 教 室

１４００円①４０人 
②２５人

①総・体（火）コース＝４月１５日～７月８日の毎週
（火）（４月２９日、５月６日、６月１０日を除く）②
サン・旭体（金）コース＝４月１８日～６月２０日の毎
週（金）／全１０回／午後３時１５分～４時１５分

市内在住、在園の４歳児（２００４年
４月２日～２００５年４月１日生）

ち び っ こ
体 操 教 室

１４００円各４０人

①総・体（火）コース＝４月１５日～７月８日の毎週（火）
（４月２９日、５月６日、６月１０日を除く）②サン・旭体
（水）コース＝４月１６日～６月２５日の毎週（水）（５月
７日を除く）／全１０回／午後４時３０分～６時

市内在住、在学で跳び箱・マット
運動・鉄棒が苦手な小学生

小 学 生
体 操 教 室

４７００円①３０組 
②２５組

①総・体（木）コース＝４月１７日～６月１９日の毎週（木）
②サン・旭体（水）コース＝４月１６日～６月２５日の毎週
（水）（５月７日を除く）／全１０回／午前１０時～１１時

市内在住で２歳６か月～３歳（教室初
日）の幼児とその保護者（きょうだい
等のおんぶ・抱っこでの参加不可）

親 子
体 操 教 室

１４００円各４５人

①総・体（木）コース＝４月１７日～６月１９日の毎週
（木）②サン・旭体（水）コース＝４月１６日～６月
２５日の毎週（水）（５月７日を除く）／全１０回／午
後３時１５分～４時１５分

市内在住、在園で未就学の５・６
歳児（２００２年４月２日～２００４年４
月１日生）

わ ん ぱ く
体 操 教 室

１８００円８０人
４月１２日～８月２日の毎週（土）（４月２６日、５月
３日、３１日、７月５日、１２日、２６日を除く）／全１１
回／午前９時３０分～１１時３０分／サン・旭体

市内在住、在学の小学４～６年生
小 学 生
バスケット
ボール教室

１６００円①４０人 
②３０人

①総・体（木）コース＝４月１７日～６月１９日の毎週
（木）②サン・旭体（金）コース＝４月１８日～６月
２０日の毎週（金）／全１０回／午後４時３０分～６時

市内在住、在学の小学生小 学 生
球 技 教 室

※総・体＝総合体育館、サン・旭体＝サン町田旭体育館となります。
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２・６４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

３／

１１
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１６日　森野
会展○問 竹政11７２５・７２７４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえ

で公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１２

水□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１３
木

☆市民ホールギャラリー（～１６日　あさぎの
会日本画作品展○問 日本画を描く会11７２５・
９０８２／～１６日　境川の自然○問 境川写遊
会11７２２・１８６３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライ

フ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）１４

金

◎定例教育委員会（午後３時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

○京王閣競輪開催（～１６日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２・４８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

１５
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　はぎの耳鼻咽喉科
 （玉川学園７－１－６　11０４２・７２８・８７３７）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�とくとみ内科消化器科医院○内 ○小 
 （南成瀬１－１９－４　11７２９・１６１６）

　�アツミ医院○内 ○小  （中町３－６－１３　11７２２・２１８５）
　�藤の台診療所○内 ○小  （本町田３４８６　11７２２・２８３２）
　�村野小児科・アレルギー科○小 
 （野津田町１０８３　11７３５・５７７７）

　�黒沢クリニック○内 ○小 
 （上小山田町４４３－１０　11７９７・６６００）

１６
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１７
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１８
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２３日　第１８
回木曜会展・第２３回�の会展覧会○問 杉 
原11７３４・５６７０）

☆市民ホールギャラリー（～２３日　第２２回 
写団けやき展「雲のある風景」○問 写団けや
き11７７７・１９１３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ケ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：金井森の丘公園
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階小
会議室　○問 福祉総務課11７２４・２５３７）１９

水

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～２４日　「ＪＡ町田市忠
生支店フォトクラブ写真展」○問 町田市フォ
トサロン「秋山庄太郎美術館」11７３６・
８２８１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�小児科高橋医院○小  （成瀬４９１３－３　11７２９・５５０６）
　�こばやしクリニック○内 
 （原町田６－３－３　11７１０・３１８３）

　�加藤医院○内  （玉川学園５－２４－４０　11７３２・８５６６）
　�小林クリニック○内 ○小 
 （能ケ谷町１９１　11７３５・９９９０）

　�木曽診療所○内 ○小  （木曽東４－２１－３７　11７９１・２０８８）
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�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着３０人）の予約を受け付けます。�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�
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�
消臭・臭・消毒・毒・殺菌殺菌�

岩盤浴処�
天照石天照石�神秘の岩石　天照石�
1，500円�お一人様　60分　1，500円�

貸浴着・バスタオル付�（午前中 1，400円）�

浴室の清掃は�
オゾン水で�
消臭・消毒・殺菌�
をしています�

受付時間　9：30～21：30�
看護師相談窓口有り�

鶴川駅から多摩センター行き�
バスに乗り「岩子山」下車�

天照の癒天照の癒�天照の癒�
東京都町田市小野路町1945－6

予約優先予約優先�予約優先�TEL042－737－1426

東　京�東　京�
ホームページ�

http://www.h6.�

dion.ne.jp/̃tensyo/


